
  
 
 

 

 

 多様性を認め合い、自分らしさを発揮できる学校に？  

 東京都を含む１都４府県の非常事態宣言は１１日までとなっていますが、感染者数は
減る傾向にはありません。１７日には IOCバッハ会長が来日予定ですが、１年延期をし

て満を持して迎える東京オリンピック・パラリンピックの開催はどうなるのでしょうか。 
 最近は当たり前となった大会エンブレムですが、４年ほど前は良くも悪くもいろいろと話題に上り
ました。この「組市松紋」という文様ですが、３種類の四角形を組み合わせており、オリパラの２つ
のエンブレムともに使われている枚数や角度は同じです。これは、見え方が違ってもすべてが平等で
あることを意味し、「多様性を認め、つながる」というメッセージが込められているといいます。つま
り、国や文化、思想などの違いはあっても、それらを超えてつながりあう「多様性と調和」の象徴な
のです。改めて眺めてみても、よくできていることに感心してしまいます。 
 当時の「エンブレム・コンセプトムービー」のナレーションは次のとおりです。 
 
   みんなちがうから、おもしろい。 

   みんなちがうけれど、つながれる。 

   互いに認め合い、支え合いながら、ひとつになる時がやって来ます。 

   同じ形、同じ数の四角形で作られる二つのエンブレム。 

   それは、すべてが平等である証。 

   障がいの有無を越えて、あらゆる障壁を越えて、 

   人と人がつながってゆきます。 

   スポーツの感動は、スポーツの興奮は、 

   世界中の誰もが共有できる。 

   世界中みんなをひとつにする。 

   新しい未来は、きっと、ここから生まれます。 

 

 学校だって、学級だって同じです。姿かたちも能力も、考え方も十人十色。みんな違いますが、そ
れを尊重しながら、ある場面では思いをひとつに生活したり学習したりすることで、学校・学級の団
結力や絆が深まっていきます。市川小の約７００人がチームになっていきます。ただし、一人でも欠
ければ学校や学級の文様は崩れてしまうのです。 
 スポーツになぞらえて学校・学級を表すと、同じルールの下で先生(審判)を敬い、友達(選手)を尊
び、違いを認めながら、目標に向かって全力で学習・生活(フェアなプレー)を目指すスタジアムとい
えます。家庭はコーチとして同じ目標で参加しています。ここでは、勝ち負け以上に、結果に至るま
でのプロセスを大切にします。そこにいるのは、種目や性別、国籍、年齢を超えて共に競い、喜び、
互いに認め合い、高め合える仲間です。自分らしさを発揮できる学校・学級づくりは、今ここから！ 
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  コロナ禍にあっても災害はやってきます。火災が発生   

する場合もあります。そうした状況を正しく判断する力が子

供たちにも求められています。 

今回は、新しい教室に変わったこともあり、避難経路の確 

認を目的としました。昨年度はコロナの影響で、学年ごとに

日時を変えて行いましたが、三密に気を付けながら避難するにはどうしたらよいかを一人ひとりが考えて実

践することもねらいの一つとしました。（4/20 実施） 
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今年度の時程について ※昨年度との大きな変更点 

（１）授業の１コマを、４０分から４５分に戻しました。（市内全小学校共通） 

（２）業間時間を「わんぱくタイム」と「業間学習」に分けて実施し、校庭での密を避けます。 

（３）給食後は全校一斉に昼休みにしました。ただし、曜日によって校庭使用学年を２部制にしていま

す。児童の混乱はありませんし、校庭や校舎内が密状態になる場面を見かけることはありません。 


